
i葺

回

在

庵

が
幾
通
あ
る
か
、
そ
乙
て
、
多
〈
の
共
の
御
書
は
如
何
な

る
位
置
に
あ
る
も
の
か
奇
ざ
を
、
研
究
す
る
の
も
、
後
事

輩
の
吾
等
が
‘
所
至
に
至
る
の
最
も
、
近
道
で
は
な
か
ら

う
か
ご
思
ふ
、
故
に
吾
人
は
、
先
師
の
諸
蒋
中
よ
り
、
最

蓮
房
上
人
の
生
蕗
得
道
等
を
開
示
し
て
見
ょ
う
。

最

蓬

房

上

人

宗
組
の
御
書
を
研
究
す
る
中
に
、
又
卦
告
衆
英
人
の
性

格
や
行
動
等
を
研
究
し
た
り
、
或
は
宗
姐
御
授
奥
の
御
書

一t

攻

異

f
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統

i
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一
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l
i
ゅ
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津
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1
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叫
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F
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E
i
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F
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川
剖
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一
一
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剖
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山
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川
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川
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化年一延慶一冗年四月弐巳ー！
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d
m
f
l
川
－
一
点
錯
す
二
日
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天
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宗
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天

台

宗

一

天
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宗

一

I
t
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一

天

町
立
劃
記
九
J
j
i
a
E
九
年
十
日
誌
見
出
動
日
跡
目
配

一

授

月

一

銭

外

造

文

一

縮

一川

f
－一句比四一ん
J
f
明
日
二
！
門
間

一
式
い
北
九
年
二
月
一
外
十
三
．

4
一
十
一
一

A
7

右
陀
依
っ
て
其
の
大
勝
を
知
る
こ
ご
が
出
来
る
で
あ
ら

う
、
度
、
に
上
人
の
性
格
行
肢
の
概
要
を
、
諸
書
に
示
す
所

よ
h
戎
の
考
へ
を
述
べ
て
見
ょ
う
Q

。。
般
質
は
府
一
弱
宗
組
御
技
輿
の
前
橋
迭
妹
、
撰
法
華
麗
迭

肢
を
推
し
て
見
る
ご
、
躍
は
怯
弱
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

性
格
は
持
戒
堅
固
で
ゐ
っ
て
、
信
行
的
厳
粛
主
義
の
人
で

あ
っ
た
ら
し
い
。

胤
中
間
は
天
台
の
固
頓
戒
系
統
の
人
ら
し
い
、
そ
れ
は
、
宗

組
が
最
蓮
房
仁
御
授
典
の
御
書
の
多
〈
が
、
観
心
的
種
嘱

の
者
の
多
さ
を
見
て
、
国
頓
戒
系
統

ω人
て
ゐ
る
如
（
推

書

奥

名

ノ

永

九｜台

:1宗
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せ
ら
れ
る
0

0

0

0

0

0

0

 

事
組
さ
の
往
復
風
守
備
的
、
宗
教
的
に
は
観
心
的
傾
向
で

あ
る
、
そ
れ
は
、
後
に
示
す
闘
に
依
て
知
ら
れ
る
事
で
あ

hb’ヲ。

0

0

0

0

0

 

上
人
の
事
業
結
縁
後
は
宗
組
に
随
ひ
、
常
仁
自
己
の
信

行
を
進
め
、
且
つ
、
内
治
に
勉
め
ら
れ
し
如
く
で
あ
る
0

0

0

0

0

0

 

上
人
の
態
度
総
ぺ
て
の
行
動
に
於
て
、
守
勢
的
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
究
仁
宗
姐
が
、
上
人
に
授
輿
遊
ば
さ
れ
た
御

書
事
、
調
査
し
て
見
る
さ
左
の
如
く
で
あ
る
G

年

内

冊

4 

2 

4 

5 
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i園 i観

i漏 迭

紋

入

抄

以
上
の
如
〈
で
あ
る
、
即
も
、
文
永
九
年
に
五
遇
、
文

永
十
年
に
四
遁
、
文
永
十
一
年
に
一
遇
、
文
永
十
二
年
に

一
通
、
建
治
二
年
よ
り
弘
安
二
年
迄
、
都
合
四
箇
年
の
聞

は
一
通
も
無
い
、
そ
れ
は
、
上
人
が
宗
組
に
、
随
行
し
て

4 

2 

3 

6 

十

居
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ら
う
、
佐
渡
赦
覚
後
の
上
人
は
、
身

延
在
の
下
山
に
居
ら
れ
た
、
弘
安
三
年
に
一
通
で
、
都
合

十
二
通
で
あ
る
、
某
内
で
録
内
が
五
通
、
録
外
が
六
通
、

他
受
用
が
一
通
で
あ
る
。
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次
氏
右
の
御
書
は
御
遺
文
中
に
於
て
、
如
何
な
る
地
位

仁
在
る
も
の
で
あ
る
か
，
三
五
ふ
じ
、
総
べ
て
が
、
法
義
に

附
附
し
た
御
書
で
あ
っ
て
、
而
も
、
親
心
的
傾
向
の
御
書
が

多
い
、
故
に
、
御
遺
文
中
の
主
要
の
地
位
に
あ
る
も
の
で

あ
る
、

精

進
Jll 

智

随

口

割
払
は
日
蓮
大
上
人
の
御
遺
文
及
諸
先
哲
の
訓
言
仁
依
り

ま
・
し
て
精
進
ご
一
疋
ム
事
に
就
て
御
話
を
致
し
ま
す
精
進
と

は
如
何
な
る
事
で
あ
る
か
ど
尚
T
し
註
す
れ
ば
御
経
文
の
中

じ
も
勇
猛
精
進
と
御
設
主
に
な
り
ま
し
て
捺
ま
ず
屈
せ
歩

進
む
の
か
精
進
で
あ
る
ご
御
敬
誠
仁
占
か
つ
て
居
る
の
で
あ

b
ま
す
徳
川
家
康
は
人
の
一
生
は
重
き
荷
を
負
℃
越
さ
道

を
行
く
か
如
し
急
げ
ば
必
子
つ
ま
づ
く
事
あ
・
9
0
ご
申
さ

れ
て
居
り
ま
す
吾
や
人
生
ど
云
ふ
者
は
恰
度
重
い
蕗
の
荷

物
を
負
つ

τ遠
い
這
を
行
〈
様
歩
物
で
あ
っ

τ急
い

rな

ら
必
ず
重
荷
宇
負
っ
て
居
る
事
争
れ
ば
共
の
目
的
地
仁
建

す
る
事
は
由
来
令
し
て
途
中
で
つ
ま
づ
い
て
倒
れ
て
し
も

う
の
で
あ
る
百
里
の
遣
も
一
歩
よ
b
初
っ
て
居
る
の
で
あ

る
か
ら
一
歩
一
歩
ご
歩
み
を
運
ば
な
げ
れ
ば
遠
い
目
的
に

は
蓬
す
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
・
り
ま
す
叉
『
孔
子
日
誓
コ

如
吋
鵡
す
山
テ
未
ν
成
一
貸
三
一
ア
止
土
吾
ヵ
止
4

・
也
響
へ
ぷ
供
平
ν

地
雄
日
覆
守
一
貸
↓
進
土
吾
力
往
タ
也
』
さ
申
さ
れ
串
間
三
百

ふ
者
は
山
を
作
る
様
な
物
で
あ
る
今
一
貸
を
以
て
其
の
山

か
出
来
上
る
と
一
沼
ふ
時
に
争
っ
て
止
め
る
芝
云
ふ
の
は
自

分
か
止
め
る
の
で
あ
る
地
を
平
に
す
る
の
に
未

r
一
貨
を

覆
乙
た
だ
け
咽
で
あ
っ
て
も
そ
れ
を
捷
ま
ず
屈
せ
ず
し
て
進

λ
で
行
〈
ご
云
ふ
の
は
即
も
自
分
か
準
の
で
あ
る
故
に
串

間
を
す
る
に
も
浅
さ
よ
り
初
め
て
鵠
ま
ず
屈
せ
令
勇
猛
精

進
の
心
を
以
て
孜
々
ご
し

τ吾
ゃ
の
目
的
地
仁
建
せ
ね
ば

な
ら
ん
の
で
あ
h
ま
す
膿
記
の
中
に
は
嘉
肴
あ
b
と
離
も

食
は
ぎ
れ
ば
旨
き
事
を
知
ら
令
至
道
な
b
と
雄
も
串
ば
ぎ

れ
ば
其
の
遣
を
知
ら
ず
と
一
百

λ
事
か
あ
・
り
ま
す
如
何
に
山

海
の
珍
味
で
味
か
宜
し
い
ご
申
し
て
も
食
ぺ
て
見
な
け
れ

ば
共
の
美
味
き
は
解
ら
ま
せ
ん
叉
何
程
結
構
な
る
道
か
あ

・
り
ま
し

τも
勉
強
を
い
た
し
ま
せ
ん
け
れ
ば
骨
子
、
の
遺
伝
得
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